
目標８．大規模自然災害発生後であっても、地域社会・経済が迅速に再建・回復できる条件

を整備する 

8-5） 広域地盤沈下等による広域･長期にわたる浸水被害の発生により復旧･復興が大

幅に遅れる事態 

（自然災害を考慮した土地利用等） 

〇災害の発生に伴う地すべり、がけ崩れ等の地盤災害を事前に防止するため、危険地域の

実態を把握し、危険な箇所における必要な災害防止策を実施するとともに、地盤の液状

化を招く宅地造成工事の規制を行う必要がある。 

 

【重要業績指標】 

 

 

 

 


